
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
す
で
に
一
三

〇
〇
社
ほ
ど
の
日
系
企
業
が

進
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
過
半
数
は

製
造
業
だ
。
そ
し
て
、
昨
今
伝
え
ら

れ
て
い
る
、
い
さ
さ
か
過
熱
気
味
と

も
い
え
る
同
国
へ
の
投
資
、
工
場
拡

張
、
新
規
進
出
の
主
役
も
製
造
業
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
多
く
は
自
動
車
・

二
輪
の
関
連
企
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

背
景
に
あ
る
の
は
、
日
系
自
動
車

メ
ー
カ
ー
が
東
南
ア
ジ
ア
を
他
国
へ

の
輸
出
拠
点
と
位
置
づ
け
た
こ
と

や
、
当
地
で
の
日
本
車
人
気
（
高
シ

ェ
ア
）、
所
得
向
上
に
伴
う
現
地
需

要
の
拡
大
な
ど
で
あ
る
。
今
回
は
、

そ
ん
な
好
景
気
に
沸
く
ジ
ャ
カ
ル
タ

東
方
の
工
業
団
地
群
を
取
り
上
げ
、

製
造
業
を
中
心
と
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
進
出
の
方
向
性
を
探
っ
て
い
く
。

工
業
団
地
が
建
ち
並
ぶ

ブ
カ
シ
県
・
カ
ラ
ワ
ン
県

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
東
方
に
向
か
っ

て
一
本
の
高
速
道
路
が
延
び
て
い

る
。
約
一
〇
〇
〇
万
の
人
口
を
擁
す

る
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
特
別
州
の
中
心

地
か
ら
、
約
七
〇
キ
ロ
先
の
西
ジ
ャ

ワ
州
チ
カ
ン
ペ
ッ
ク
を
つ
な
ぐ
、
片

側
四
車
線
の
広
い
道
路
だ
。
こ
の
高

速
道
路
沿
い
に
あ
る
、
西
ジ
ャ
ワ
州

の
ブ
カ
シ
県
と
カ
ラ
ワ
ン
県
が
、
い

ま
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
エ
リ
ア
で

あ
る
（
図
表
）。
ス
カ
ル
ノ
・
ハ
ッ

タ
国
際
空
港
や
タ
ン
ジ
ュ
ン
・
プ
リ

オ
ク
港
ま
で
、
車
で
一
〜
二
時
間
程

度
と
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
生
産
・
物

流
拠
点
と
し
て
、
ア
ジ
ア
随
一
の
工

業
団
地
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
つ
の
エ
リ
ア
に
は
、
大
小
三
〇

近
い
工
業
団
地
が
あ
る
が
、
電
力
や

上
下
水
道
、
団
地
内
の
道
路
な
ど
各

種
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
日
系
企

業
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て

い
る
の
は
「
Ｍ
Ｍ
２
１
０
０
」「
Ｅ

Ｊ
Ｉ
Ｐ
」「
Ｓ
Ｃ
Ｉ
」「
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
」

な
ど
九
つ
の
工
業
団
地
だ
。
こ
こ
に

約
五
〇
〇
社
も
の
日
系
工
場
が
集
積

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
多
い
の
は
、

自
動
車
、
二
輪
、
電
機
な
ど
の
関
連

企
業
で
、
こ
の
地
域
だ
け
で
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

工
業
団
地
内
で
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら

の
引
き
取
り
を
行
な
う
ト
ラ
ッ
ク
便

を
出
す
大
手
企
業
も
あ
る
ほ
ど
だ
。

　

工
業
団
地
の
多
く
は
、
日
系
の
大

手
商
社（
も
し
く
は
現
地
と
の
合
弁
）

が
開
発
し
た
も
の
で
、
管
理
事
務
所

に
は
日
本
人
の
担
当
者
が
常
駐
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
な
ど
も

整
備
さ
れ
て
い
る
。
商
社
か
ら
す
れ

ば
、
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
初
め
て
の
海
外
進
出
で

も
不
安
が
少
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
多
く
の
日
系
企
業
を
呼
び
込
み

た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
る
か
ら
だ
。

最
近
は
、
自
社
で
研
修
に
手
が
ま
わ

ら
な
い
中
小
企
業
向
け
に
、
様
々
な

セ
ミ
ナ
ー
・
講
座
を
提
供
し
た
り
、

改
善
活
動
の
指
導
や
事
業
支
援
を
行

な
う
と
こ
ろ
ま
で
出
て
き
た
。

　

ま
た
、工
業
団
地
に
よ
っ
て
は「
レ

ン
タ
ル
工
場
」
が
あ
る
の
で
、
初
期

投
資
を
抑
え
た
い
中
小
企
業
に
は
人

気
が
高
い
。
大
き
さ
も
二
〇
〇
平
米工業団地の管理事務所には日本人の担当者も常駐（KIIC）
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09年のリーマンショック後も
「世界で唯一不況を逃れた国」
（IMF国際通貨基金）と称され、
経済成長を続けるインドネシア
共和国（通称・インドネシア）。
世界でも指折りの「親日国」では
いま、日系の製造業向けの工業
団地が次々と建設されている。

日本能率協会コンサルティング（JMAC）
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前
後
か
ら
三
〇
〇
〇
平
米
を
超
え
る

も
の
ま
で
様
々
。
さ
ら
に
、
カ
ラ
ワ

ン
県
で
は
、
地
場
資
本
の
開
発
業
者

が
二
〇
一
三
年
度
中
を
め
ど
に
新
た

に
三
〇
〇
〇
〜
五
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
工
業
団
地
を
造
成
す
る
計
画
が

あ
る
ほ
か
、
複
数
の
日
系
商
社
も
建

設
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
レ
ン
タ
ル
工
場

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
で
な
く
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
全
体
で
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続

い
て
い
る
が
、
管
理
会
社
か
ら
の
賃

料
の
引
上
げ
要
求
や
、
工
場
を
出
る

際
の
原
状
復
帰
の
コ
ス
ト
負
担
な
ど

入
居
後
の
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
契
約
を
交
わ
す
際
に

は
、
細
か
い
条
件
ま
で
入
念
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
管
理
棟
内
に
は
銀
行

Ａ
Ｔ
Ｍ
だ
け
で
な
く
、
日
系
銀
行
の

出
張
所
が
併
設
さ
れ
て
い
た

り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
レ
ン
タ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
シ
ョ

ッ
プ
、
体
育
館
や
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
旅
行
代
理
店
の
出
張

所
ま
で
あ
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
。
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

や
居
酒
屋
が
あ
る
工
業
団
地

内
で
は
、
駐
在
員
や
出
張
者

同
士
の
飲
み
会
や
交
流
会
が

開
か
れ
る
こ
と
も
多
い
。
管

理
事
務
所
主
催
で
は
、
社
長

会
、
総
務
会
、
経
理
会
と
い

っ
た
機
能
別
の
交
流
会
ま
で

あ
り
、
他
社
と
情
報
交
換
が

し
や
す
い
点
は
、
中
小
企
業

に
と
っ
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
と

い
え
る
は
ず
だ
。

　

ま
た
、
管
理
事
務
所
は
、

営
業
事
務
所
を
兼
ね
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
工
業
団
地
の

入
居
企
業
な
ら
自
由
に
使
え

る
会
議
室
や
応
接
室
（
予
約

制
）
も
あ
る
。
工
場
の
建
屋
が
建
築

中
の
場
合
で
も
利
用
可
能
な
た
め
、

商
談
な
ど
で
重
宝
す
る
だ
ろ
う
。

慢
性
的
な
渋
滞
を
避
け

住
居
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
へ

　

で
は
、
住
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
か
ら
こ

れ
ら
の
工
業
団
地
へ
の
道
の
り
は
、

朝
夕
の
通
勤
時
を
中
心
に
大
渋
滞
と

図表■ジャカルタ東方（ブカシ県・カラワン県）のおもな工業団地

ＭＭ2100工業都市
ＭＭ2100 Industrial Town

東ジャカルタ工業団地
East Jakarta Industrial Park＝EJIP

ジャバベカ工業団地
Jababeka Industrial Parkデルタ・シリコン

DELTA Silicon

ブカシ国際工業団地
Bekasi International Industrial Estate＝BIIE

グリーンランド国際工業センター
Greenland International Industrial Center＝GIIC

カラワン国際工業都市
Karawang International Industrial City＝KIIC

インド大成
ブキットインダ工業団地
Bukit Indah Industrial Park＝BIIP

スルヤチプタ工業都市
Suryacipta City of Industry＝SCI

ベトナム

マレーシア
インドネシア

フィリピン

シンガポール

タイ

カンボジア

ジャカルタ

ジャカルタ

ブカシ カラワン
チカンペック

至バンドゥン

タンゲラン

スカルノ・ハッタ
国際空港

タンジュン・プリオク港 工業団地
密集エリア

ジャカルタ-チカンベック
高速道路

ジャカルタ-チカンペック高速道路

管理棟内には、コンビニエンスストア（右）
や日本食レストランなども併設
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さいかわ てつじ 1969年生まれ。95年JMAC入社。生産コンサルタントとして、国内外100社を超える企業の生産性向上、
コストダウン、サプライチェーン改革などの支援を手がける。06年より戦略コンサルタントとして、事業再編・再生、中期戦略
構築の支援を行なうほか、アジア化支援センターでは東南アジアを主に担当。11年よりシンガポール支店長兼務。

な
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
駐
在
員
は

工
業
団
地
の
近
郊
に
住
ん
で
い
る
。

昔
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
に
住
み
、
工

業
団
地
へ
通
勤
す
る
人
も
多
か
っ
た

が
、
進
出
企
業
が
増
え
、
人
や
物
の

流
れ
が
急
速
に
活
発
化
す
る
に
つ

れ
、
一
本
し
か
な
い
高
速
道
路
に
車

が
集
中
し
て
、
慢
性
的
な
渋
滞
を
引

き
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

　

高
速
道
路
沿
い
に
は
村
や
町
が
点

在
し
、
ロ
ー
カ
ル
の
人
々
に
と
っ
て

も
通
勤
ル
ー
ト
で
あ
る
た
め
、
周
辺

の
一
般
道
路
も
例
外
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
、
四
つ
の
工
業
団
地
が
集
中

す
る
チ
カ
ラ
ン
県
で
は
「
高
速
道
路

を
下
り
て
か
ら
、
工
業
団
地
に
た
ど

り
着
く
ま
で
に
一
時
間
か
か
っ
た
」

と
い
う
深
刻
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
工
業
団
地
内
や
周
辺
の

町
で
は
、日
本
人
を
対
象
に
し
た「
サ

ー
ビ
ス
ア
パ
ー
ト
」
が
次
々
と
建
設

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
製
品
立

上
げ
時
な
ど
、
日
本
か
ら
応
援
で
長

期
出
張
に
来
る
場
合
な
ど
も
、
こ
の

ア
パ
ー
ト
を
利
用
す
れ
ば
、
す
ぐ
に

生
活
が
始
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
地

区
に
は
、
今
後
も
ま
す
ま
す
日
本
人

が
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
し
、
集
中
し

て
住
む
こ
と
で
、
日
本
人
向
け
の
店

や
飲
食
店
も
増
え
る
た
め
、
居
住
性

は
さ
ら
に
高
ま
る
に
違
い
な
い
。

　

一
方
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
さ
ら
に

離
れ
た
と
こ
ろ
で
工
業
団
地
を
開
発

す
る
動
き
も
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

居
住
エ
リ
ア
と
し
て
人
気
が
高
ま
っ

て
き
た
の
が
、
西
ジ
ャ
ワ
州
の
州
都

バ
ン
ド
ゥ
ン
だ
。
標
高
は
海
抜
七
〇

〇
メ
ー
ト
ル
、
四
方
を
高
い
山
々
に

囲
ま
れ
て
い
る
た
め
〝
天
然
の
エ
ア

コ
ン
〞
な
ど
と
評
さ
れ
る
町
で
、
一

年
を
通
し
て
日
中
の
気
温
は
二
七
度

前
後
、
夜
は
一
七
〜
一
八
度
と
、
熱

帯
に
あ
り
な
が
ら
過
ご
し
や
す
い
。

一
番
近
い
工
業
団
地
で
も
五
〇
キ
ロ

以
上
離
れ
て
い
る
が
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

と
反
対
方
向
に
位
置
す
る
た
め
、
渋

滞
が
少
な
い
の
も
魅
力
だ
。

　

現
在
、
市
内
の
日
本
人
学
校
に
は

各
学
年
数
名
程
度
の
学
生
し
か
い
な

い
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
も
あ

り
、
生
活
す
る
に
は
問
題
な
い
。
今

後
、急
速
に
発
展
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

工
業
団
地
が
抱
え
る
課
題

慎
重
な
コ
ス
ト
計
画
が
カ
ギ

　

総
合
的
に
見
れ
ば
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

近
郊
の
工
業
団
地
は
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
て
い
て
、
日
系
企
業
に
と
っ
て

は
進
出
し
や
す
い
エ
リ
ア
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
懸
念
事
項

が
あ
る
の
も
事
実
だ
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ま
ず
「
交

通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
が
非
常
に
遅

れ
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
例
が
渋
滞

だ
。
通
勤
の
み
な
ら
ず
、
物
流
面
で

も
大
き
な
障
害
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

と
く
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ-

チ
カ
ン
ペ
ッ

ク
線
は
車
線
拡
張
を
行
な
っ
て
き
た

が
、
い
か
ん
せ
ん
工
業
団
地
が
集
中

し
過
ぎ
た
。
第
二
高
速
道
路
の
計
画

も
あ
る
が
、
実
現
ま
で
に
は
お
そ
ら

く
一
〇
年
以
上
か
か
る
だ
ろ
う
。

　

輸
出
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
な

ら
、
港
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
も
気
に
な

る
と
こ
ろ
だ
が
、
す
で
に
大
手
企
業

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
輸
出
拠
点
と
位

置
づ
け
始
め
て
お
り
、
港
の
扱
い
荷

量
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
通
関
手
続
き
に

要
す
る
時
間
も
延
び
て
き
た
。
港
の

拡
張
や
増
築
計
画
は
あ
る
が
、
こ
れ

も
ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
こ
と
。
実

現
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

同
じ
く
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
「
土
地
不
足
」
で
あ
る
。
自

動
車
や
二
輪
メ
ー
カ
ー
が
増
産
を
発

表
し
、
第
二
工
場
の
新
設
や
拡
張
を

工業団地内のサービスアパート（左）
周辺では、新たなアパート建設が進む

ジャカルタ近郊では、朝夕の渋滞が慢性化
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計
画
・
実
行
し
て
い
る
が
、
中
小
企

業
も
新
規
の
進
出
が
後
を
絶
た
ず
、

供
給
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。

工
業
団
地
に
よ
っ
て
は
開
発
が
す
で

に
終
わ
り
、
拡
張
中
で
も
供
給
が
追

い
つ
か
ず
、
完
成
前
の
段
階
で
「
す

で
に
完
売
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。
す
で
に
進
出
し
て
い
る

企
業
で
さ
え
、
得
意
先
か
ら
生
産
量

ア
ッ
プ
の
打
診
が
き
て
も
、
工
場
を

拡
張
で
き
な
い
た
め
、
泣
く
泣
く
断

わ
る
よ
う
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
現
地
に
足
を

運
ん
で
み
る
と
、
ま
だ
か
な
り
の
空

き
地
が
あ
る
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
、

大
手
企
業
な
ど
が
将
来
の
拡
張
を
見

込
ん
で
、
隣
接
地
や
周
辺
の
土
地
を

買
い
占
め
て
い
る
か
ら
だ
。そ
し
て
、

供
給
不
足
を
背
景
に
、
土
地
の
価
格

は
年
々
高
騰
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
中
央
銀
行
の
ま
と
め
で
は
、
二

〇
一
二
年
一
〜
三
月
期
の
ジ
ャ
カ
ル

タ
周
辺
の
工
業
団
地
の
分
譲
価
格
は

約
一
万
二
〇
〇
〇
円
／
平
米
で
、
こ

れ
は
前
年
同
期
比
で
、
な
ん
と
七
〇

％
以
上
の
上
昇
率
だ
っ
た
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
の
オ
フ
ィ
ス
価

格
も
三
〇
％
ほ
ど
上
昇
し
た
が
、
工

業
団
地
の
高
騰
ぶ
り
は
際
立
っ
て
い

る
。
当
然
な
が
ら
、
地
元
の
有
力
者

な
ど
が
投
機
的
に
土
地
を
押
さ
え
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
日
系
企

業
で
は
、
完
売
と
言
わ
れ
た
物
件
の

管
理
会
社
に
、
合
弁
先
の
現
地
企
業

の
会
長
か
ら
電
話
を
一
本
入
れ
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
翌
日
に
は
空
き
が

出
た
と
い
う
。
土
地
の
高
騰
は
、
生

産
コ
ス
ト
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

低
コ
ス
ト
を
享
受
で
き
る
の
も
、
い

ま
の
う
ち
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
注
視
し
た
い

の
が
「
現
地
雇
用
と
賃
金
」
で
あ
る
。

最
近
の
報
道
で
、
こ
れ
ら
の
工
業
団

地
の
雇
用
環
境
や
賃
金
を
め
ぐ
る
ス

ト
や
デ
モ
が
頻
発
し
て
い
る
の
を
ご

存
知
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
最
低
賃

金
の
引
上
げ
や
物
価
の
上
昇
と
い
っ

た
要
因
も
あ
る
が
、
工
業
団
地
で
は

そ
れ
を
上
回
る
年
一

〇
％
以
上
、
場
合
に
よ

っ
て
は
一
五
％
以
上

の
ペ
ー
ス
で
賃
金
が

上
昇
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
企
業

が
周
辺
の
学
校
に
出

向
い
て
会
社
説
明
会

を
行
な
っ
た
り
、
町
へ

通
勤
バ
ス
を
出
し
て

利
便
を
図
る
な
ど
、
現
地
で
の
雇
用

関
係
は
比
較
的
良
好
だ
っ
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
世
界
で
も
指
折
り
の

「
親
日
国
」
で
あ
り
、
日
本
で
研
修

経
験
を
積
ん
だ
り
、
日
本
語
を
理
解

で
き
る
者
も
少
な
く
な
い
。
実
際
、

日
系
企
業
向
け
の
人
材
紹
介
会
社
が

い
く
つ
も
で
き
る
ほ
ど
、
労
働
人
口

は
潤
沢
で
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
や

製
造
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
者
も
い
る
が
、
さ
す
が
に
、
こ

こ
ま
で
工
場
が
増
え
る
と
、
買
い
手

市
場
と
は
言
い
が
た
い
状
況
に
な
っ

て
き
た
。
と
く
に
日
本
語
を
話
せ
る

マ
ネ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
は
不
足
し
始
め

て
お
り
、引
き
抜
き
も
起
き
て
い
る
。

日
系
企
業
を
取
り
巻
く
状
況
が
今

後
、厳
し
く
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
進
出
の
魅
力
は

「
現
地
市
場
の
拡
大
へ
の
期
待
」
が

上
位
に
あ
る
。
た
し
か
に
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
人
口
も
多
く
、
経
済
規
模

も
拡
大
し
て
、失
業
率
も
低
下
し
た
。

消
費
市
場
の
成
長
は
確
実
だ
ろ
う
。

し
か
し
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
、自
動
車
や
電
気
関
連
企
業
な
ど
、

メ
イ
ン
の
取
引
先
が
日
系
企
業
と
い

う
製
造
業
に
と
っ
て
、
市
場
の
拡
大

は
未
来
の
話
で
は
な
く
、
す
で
に
始

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
土
地
価

格
の
高
騰
と
相
ま
っ
て
「
競
争
の
激

化
や
人
件
費
な
ど
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

は
避
け
ら
れ
な
い
」
の
が
実
情
だ
。

　

こ
れ
か
ら
進
出
を
検
討
す
る
企
業

に
は
、
そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
見
込
ん

だ
う
え
で
、
慎
重
な
コ
ス
ト
計
画
を

立
て
、
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
や
取
引
先

の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。
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工業団地によっては、かなりの空き地も…
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